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２０１２年８月４日　♪♪第５０号♪♪　　作成責任　古畑　等





今回もすばらしい演奏会が出来ました。これはひとえに貞松先生のご指導によるものです。心から感謝申し上げます


これまで数々の大曲・東混共演の難曲にチャレンジした我々を導いて頂きました。今回は、初の委嘱作品を源田先生から頂き、この団も大きな誇り・財産を持つことになりました。


貞松先生の指揮の隅々から源田先生への熱い友情が輝いて我々は新しい境地に導かれました。それは「声の色」・「豊かな表現」等簡単には言えませんが、団の実力の確かな向上があったと思います。


京都から毎回の練習にお運びくださってありがとうございます。遠いのに大変だなあと思いながら、先生のタクトとジョークが楽しみな我々です。これからもお元気で我々がもっと成長するようお導きをお願いします。











諸連絡　○合唱連盟（理事　本多さん）から：９月９日（日）コーラスフェスティバル。演奏は「みどりの風に」「ルパン３世のテーマ」。チラシとチケット配布されました。今回のチラシは、お誘いの言葉を手書きにして渡し、一般客を増やすという企画になっています。


○団表彰・栄誉賞：７月１４日(土)リハーサル時に、岡団長から次のような表彰（新ネームカード）がありました。


１５年在団表彰：Ｓ冨永美代子・Ｂ上田喜一・Ｔ本多峯朗・Ｔ芝田敦・Ｔ岡田重信の皆さん。なお岡田さんは「みどりの風に」作詩の栄誉賞も合わせて贈られました。皆さん勤続御苦労さま・おめでとうございます。


○来年の予定：合宿Ｈ25年(2013年)4月20日(土)～21日(日)・第17回演奏会7月14日(日)いずれも団ＨＰ発表。


○「みどりの風に」楽譜：贈られた合唱団は78団体。加えて源田先生ご依頼＋大阪府合唱連盟＋東京混声など（団ＨＰ岡田さん記載）。合計260部が配布されました。


○演奏会委員会：今後アンケートを元に反省会の予定。お客様アンケート（上田さんの集計）は練習会場に置きます。





写真の左は石田わたるさん。貞松響さんの高校（京都市立堀川音楽高等学校）の同級生です。ロビーで入場者数の数をカウンター計測・その他受付準備やお客様の案内係をしてくださいました。


（コンビ「ひびき・わたる」で吉本デヴューかな？）





シャンテ担当者古畑　等から：皆さんの原稿をお願いします。新入団等、未投稿の方は積極的にお願いします。下記のメルアドで古畑までご投稿していだだけます。１００６ｆｍｈｉｙ＠ｊｃｍｏ．ｚａｑ．ｎｅ．ｊｐ





※団の※ホームページ　団員専用コーナーへは次のパスワードでお入りください。





練習状況　７月２１日(土)次回定演？？日前。


「さあ初心にかえって」と和田先生のＶＴ。鼻を押さえて呼気を保つ・屈んで腰の背面が濡くらむ呼気・ディデダドドゥなど基本の発声練習でした。


曲は「ルパン」・「みどりの風に」これはコーラスフェスティバルでの再演曲。「ルパン」は軽快なリズム乗りを徹底しました。「みどりの風に」は定演本番より早めのテンポでした。源田先生は遅くないようにと望まれたそうです。


　まず「林光曲集・箱根八里・荒城の月」から次年度演奏会向けは始まりました。








諸連絡（選曲委員会開催）：Ｂ坂東さんより次年度の演奏曲決定報告


　６月30日にＢ坂東さん担当の選曲会議が練習後に行われ、諸般の事情で21日発表となりました。選曲アンケートから①林光抒情曲集・②富山に伝わる三つの民謡・③男声ＨＡＮＡから・④女声合唱(未定)という４点が決定しました。





今回の演奏会、先生方のお教え通り、ジラーレが身に付いてトサカが響いた豊かな発声になっていたでしょうか。リズムやテンポに乗っていたでしょうか。ＦＦを出せる体勢でＰＰを歌えていたでしょうか。さらに、音楽によって歌の色を替えることが出来ていたでしょうか。お客様アンケートではレベルアップの声多数。これは先生方のご指導、ご助言の賜物です。今後も宜しくお願い申しあげます。そして福井先生、今後も男声をもっと鍛えてください。











団ＨＰだより：以下はＢ上田さんの記載で、近隣の合唱団のリーダーの方からのご感想の抜粋です。


『今年の最大の売りの源田新曲が無事に船出し、結構でした。――中略—オープニングのアニメソングはアカペラのためか、リズムに乗り切れていない不安定感があったたけど、それなりのムードは出ていた。「ゆけゆけ飛雄馬」のコミック味は充分伝わって来ました。毎回頭が下がる思いで聴いていますが、全曲を暗譜で歌い通すのが本当にすごい。全員の心が指揮者の心（身体の動き）に集中し、美しいハーモニーが生まれる。この演奏スタイルはこれからも続けて欲しい。「魂のいちばん・・・」は難曲そうだったね。これからどんどん歌いこんで、「蔵王讃歌」のように朗々とうたいあげられるようになれるといいなと思いました。


　　　以下略。ゴシック強調はシャンテ子。





　井関先生。ピアノ演奏ありがとうございました。ピアノで我われの歌声を支え、テンポやリズムを的確に取らせてくださる上に、ピアノソロの部分などは素晴らしい演奏を披露してくださいます。定演の成功は先生のお陰と感謝しています。合唱を活かす上手なピアニストねと言う感想を聞いています。


優しい笑顔で、どんなにご多忙でも特別練習も引き受け、ご自分も精進なさるその姿は「がんばり屋さん」の勲章を差し上げたいです。


ピアノを通していつも我らを気持ちよく歌わせてくださる先生、今後も、よろしくお願いいたします。





和田先生・竹岸先生・福井先生・太田先生ありがとうございました。


ＶＴの先生方。前日リハーサルから定演終了、打ち上げ会までご臨席、ご指導感謝します。当団は毎回練習前３０分、また希望に応じて特別に発声指導していただけることが、当団の団員の特典であります。太田先生はローマの空から熱いエールと花束を送ってくださいました。





合唱団では定期演奏会がお正月かな。そこから新しい取り組みが始まるのですね。第16回演奏会は800席超のお客様のご来場のうえ、新曲発表などで今までに増して大喝采をいただきました。委員長芝田　敦さん始め定演委員会の皆様・各分担など全団員のご尽力、ありがとうございました。そして坂東さんを中心に6月30日にはすでに次年度の演奏会への選曲委員会が開かれました(別記)。


「♪明日に向かって共に歌おう・・・」。21日に新たなスタートを切りました。また一年頑張りましょう。なお、シャンテも古畑の担当になって本号が第50号記念号です。これまでご投稿くださった皆様、支えてくださった岡団長と皆様に心から感謝します。





練習状況　７月７日(土)


　ＶＴの和田先生、音階のアップダウンで「一音上がるだけでも響きを保って」。「音が上がるときは横に広がる感覚を持つこと。」と言われます。ｐｐでの「我慢の筋肉」もやりました。


　練習は、ゲネ直前、本番順にトップ「アトム」からエンディングラスト「歌声を世界に」まで全曲の仕上げでした。


　貞松先生「言葉の塊を意識して」と、「うみよおーあなたはあー」と押さないこと。言葉の頭を出して「うみよ・あなたは」と引くように言われました。


「ひとのどんよくさ」「「むぎわらぼうしがまいあがり」などｐｐの個所はまだ抑えが甘いようです。和田先生のお教え「我慢」がもっと身に着かなくては表現が浅いです。でも練習会場は「さあ次の集合は大ホールのゲネだ」と熱気があふれていました。


　なお、竹岸睦美先生は諸事情で団ＶＴを辞められることになりましたと、団長からの残念な発表。一方、ＶＴ福井雅志先生が久しぶりのご来場で励ましの言葉をくださいました。


　練習時間最後に貞松先生は「Ｓの河合さんはいつでも井関先生の代理ができるようにピアノの用意してくださっていますよ。」と称賛されました。河合さん、感謝です。


練習状況　７月１４日(土)リハーサル


　大ホール集合、午後６時。練習に先だって貞松先生が源田俊一郎先生をご案内しておいでになり、待ちに待った我々の大拍手が源田先生を迎えました。舞台の上で和田先生のＶＴ。その後はリハーサル、立ち位置決めです。第一ステージ「アニソン」は混声→女声→男声→混声となるので、どう動くかやってみましたが、本番では男声が上手に一旦出て女声だけ残し、次の「飛雄馬」で男声が入場、女声は下手へ退場、「ルパン」で女声が再入場し男声の前に入るという流れになりました。


　なお女声「むかし話」は無伴奏なのでアルトに井関先生が入られました。


　リハは演奏曲順で、源田先生は客席でじっと聴いてくださっています。「海よ」「みどりの風に」になると貞松先生が源田先生にアドヴァイスをお願いされました。源田先生はとても気さくに笑顔でコメントされました。「くりかえしの形式で書いた個所は二度目はエコーのように歌ってください。」と言われました。貞松先生が平素言っておられるのと同じ指示です。岡団長が「みどりの風に」を指揮していただけませんかと源田先生にお願いしてみますと「ああ、いいですよ。」と先生は笑顔で指揮台に上がられました。おお！源田先生のタクトで歌えるなんて、団長は密かにこの案を練っていたのかな。ブラボー団長。源田先生が「練習しちゃっていいのかな。」と貞松先生に訊ねられ「いいよ。」と笑顔の貞松先生。お二人の友情ですね。我らが指揮者もベースの一員に入って歌われました。





　７月１５日本番の状況は、皆さんからの団内アンケートのまとめで報告いたします。





さようなら竹岸先生。永年、遠方からお越しくださってありがとうございました。先生の美しいお声、優しい笑顔は何よりの楽しみでした。この写真は2010年の合宿時です。もう4人の先生がそろわれることはないのでここに再掲載します。竹岸先生、いつまでも美しいお声とお姿でお元気に。演奏会にはまた来てくださいね。





　今回の演奏会にあたり、源田俊一郎先生はリハーサルの土曜日14日の午後5時頃にすばるホールへお越しくださいました。町田市から新幹線でおいでになった源田先生を京都で貞松先生がお迎えになり、車でご案内されたそうです。





国立（くにたち）音楽大学で4年間ともに合唱団で歌われたお二人ですから、車中ではさぞかし昔ばなしに花が咲いたことでしょう。源田先生はご来場後、大ホールの客席で我々の声出しＶＴの始めから、第一ステージのアニソン4曲、次の「魂の・・4曲」をじっとお聞きになりました。「蔵王讃歌」の次、源田先生作曲の合唱曲「海よ」「みどりの風に」と、練習が続くと貞松先生が「どうですか」と訊ねられ、源田先生は笑顔で頷かれました。団長のお願いできさくに「みどりの風に」の指揮を取られたとき「この曲はさらっと歌ってください。」とテキパキ指示なさいました。作曲者の直々の指揮で書き下ろし初演曲を歌えるなど、予想外の貴重な体験でした。本当に嬉しかったです。提案者の団長に感謝です。源田先生編曲「ふるさとの四季」も先生は笑顔で聴いてくださいました。演奏会が終わり、打ち上げの二次会の時にインタビューしました。先生はクラシック系でピアノも素晴らしいのにどんなきっかけでアコースティックギターを活動に取り入れられたのか知りたかったからです。「みどりの風に」の最終小節ピアノの低音部「ボロロン・・」という分散和音はギターサウンドのイメージですと言われました。


先生は少年時代にビートルズなどのギター音楽に魅了され、そのころからギターを持っておられたのです。近年学生に指導するためにギター演奏練習法を工夫された。今は左手の指先がタコになっていますよと笑って答えられました。近頃は、上手なギター奏者になられたご子息とお宅でセッションをなさるとか。美しいピアノ付き合唱音楽を作曲し、また一方でギターセッションを楽しむという源田先生の音楽性の深さと広さを改めて感じとりました。なお、源田先生から団長へお返事メールがありました。「今回の演奏会で得た力を元にして、これからもがんばっていきます。」との力強いお言葉でした。今までは遠くにおられた源田先生が新たな師、指導者として我々との絆を深めてくださった。これからも共に頑張っていきたいものですね。

















